













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































David Boje, Storytelling organizations（SAGE 
Publications Ltd, 2008）
David Grant, Cynthia Hardy, Clif Oswick and Linda 
Putnam, The Sage handbook of organizational 
discourse（SAGE Publications Ltd, 2004）日本
語訳　高橋正泰・清宮徹監訳『ハンドブック・
組織ディスコース研究』（同文舘出版、2012）
Etienne Wenger, Toward a theory of cultural 
transparency: element of a social discourse of 
the visible and the invisible  （Doctoral 
dissertation, University of California, Irvine, 
1990）
20）カーニバルは日本の伝統とは異質だと感じられ
るかもしれないが、日本の中世末期に大流行して、
その後、姿を消した「田楽」はカーニバルそのも
のだったと、早世した能楽師の野村万之丞は語っ
ていた。彼が演出し、1990年６月に東京赤坂・日
枝神社で演じられた「大田楽」はカーニバルその
ものだった。そのねらいは、当日配布された挨拶
状に、こう書かれていた。「現代、ともすると失
われがちな宗教性・祝祭性を取り戻して、演劇を
活性化させたいとの願いから、中世のある時期、
日本中の人びとを熱狂させ、後、忽然と姿を消し
た田楽という芸能に、演劇の本質としてのエネル
ギーを見いだし、再現をめざして二年にわたり構
想を練ってきました。本日、大都市・東京の中心、
赤坂・日枝神社の例大祭というまたとない場で奉
納上演できることは、現代の田楽法師にとってい
かにも適わしいのではないかと存じます。赤坂鳥
居から山王鳥居までの参道の行列行進、獅子や王
の舞による先払いの後の田主の荘重な開口、可憐
な二人の稚児による雅な舞、呪術芸としての三番
叟、等諸芸能の後、刀玉、盆、松明投げ等の放下
芸、後転、側転はては三メートルの高さに上がっ
ての曲芸、囃し踊り狂う四十名の田楽法師の奏舞
等、縁あふれる日枝の境内での日本のカーニバル
をおたのしみいただきたいと思います。」
21）バフチン（1995）、247-248頁。
22）バフチン（1973）、17頁。
23）バフチン（1995）、354-355頁。
24）バフチン（1973）、17-18頁。
25）桑野（1992）、200頁。
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